
   

■岡崎市の景観への誇りや愛着 

26.8%

4.5%

18.4%

50.3%

1)感じている

2)少し感じている
/時々感じる

3)特に感じない

無記入

■魅力を感じる景観 

4.8%

27.2%

48.4%

3.5%

9.5%

0.7%

4.3%1.6%

1)市の全域にきめ細かく

2)市の全域に緩やか

3)市の全域は緩やか、
　重要地区はきめ細かく
4)重要地区のみきめ細かく

5)設けないほうがよい

6)その他

無記入

無効回答

0.3%
4.0%

52.0%

3.6%

6.3%

17.4%

16.4%

1)積極的に規制するべき
である
2)規制するのはやむをえ
ない
3)規制すべきでない

4)わからない

5)その他

無記入

無効回答

  
（１）総合計画策定に伴う市民意識調査の結果から 

【岡崎市の住みよさ】 

 「あなたは、岡崎市を住みよいまちだと思いますか」と

の問に対し、平成 20 年の調査結果では、「住みよい」ま

たは「まあ住みよい」とする回答が 84％を占め、中でも

「住みよい」とする回答の増加傾向がみられます。 

         
【都市基盤整備に関する施策への満足度】 

 「市の行政施策に係る『現状の満足度』」に係る平成 18

年の調査結果から、「都市基盤整備」に関する 6 項目の、

居住意向別（住み続ける意向が強い層、弱い層）の集計結

果からは、いずれの項目も、各層ともに「中心部や市街地

の整備」の満足度が低くなっており、まちの魅力を高める

うえでは、特に、市街地などでの取組みが重要であること

が伺えます。    
（２）景観に関する市民意識調査の結果から 

【岡崎の景観への誇りや愛着】 

 「現在の岡崎市の景観(風景、景色)に誇りや愛着を感じて

いますか」との問に対し、「感じている」または「少し感じ

ている/時々感じる」とする回答が約 77％を占めています。     
【景観の変化に対する意識】 

 「岡崎市の景観は以前と比べてどのようになりましたか」

との問には、「変わらない」または「わからない」とする回

答が 36％を占め、景観に対する関心が高くない市民もやや

多いこと、現在の景観が強い人々の印象に残りにくいといっ

たことが伺えます。 

   
景観に関する市民の意識について  【魅力を感じる景観】  「岡崎市の景観を形成している次の項目について、どの程度魅力を感じられますか」との問への回答からは、岡崎城

とその周辺の景観、森や湿地、渓流の景観をはじめ、市内の水と緑や、歴史と文化に関わる景観に対し、多くの市民が

魅力を感じていることが伺えます。 

 

【市の行政施策に対する満足度】 
 一方、中心市街地や住宅地、幹線道路沿いの市街地の景観に対しては、魅力的でないとする回答が多くなっており、

「市の行政施策に係る『現状の満足度』」で都市の魅力が低いと感じている市民が多いことは、市街地の景観に魅力が感

じられないこととも関わることが推察されます。 

 27 項目の「市の行政施策に係る『現状の満足度』」のうち、

各項目に対し「やや不満である」または「不満である」の割

合を見ると、「都市魅力の向上」が計約 23％と最も大きく、

まちの魅力に不満を感じている市民が多いことが伺えます。                      

                
【行政・施策への意向】 

「景観づくりの総合的推進役としての行政の役割」に対し要

望が高い項目としては右の４つ（11 項目中）があげられま

す。 

 

 

 

【景観に関する規制（ルール）について】 

 「景観法に基づき規制を行うことについてどのように思い

ますか」との問に対しては、「積極的に規制するべき」また

は「規制するのはやむをえない」とする回答が約 68％を占

めています。 

 また、「こうした規制はどのように設定すべきですか」と

の問には、約 48％が「市の全域は緩やか、重要地区はきめ

細かく」としており、全市的に何らかの規制を行うとともに、

地区の特性に応じてきめ細かく規制を行うことが求められ

ています。 
            

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

岡崎城

社寺や史跡などの歴史的資産周辺

森や湿地、渓流

公園・緑地

河川

旧街道（東海道など）

地場産業と一体となったまちなみ

山なみ

田園

市街地内の丘陵地

公園や道路など整備の整った住宅地

商業施設の集まった中心市街地

幹線道路沿いに店舗が建ち並ぶまちなみ

岡崎城
（大樹寺からの歴史的眺望、乙川などの河川や橋からの眺めなど）

社寺や史跡などの歴史的資産周辺のたたずまい
（大樹寺、伊賀八幡宮、六所神社、滝山寺など）

公園・緑地
（岡崎公園や東公園、高根山緑地など）

森や湿地、渓流
（おおだの森、北山湿地、くらがり渓谷など）

河川
（矢作川、乙川、伊賀川など）

山なみ
（村積山、扇子山周辺（桑谷山荘がある山）など）

旧街道（東海道など）の面影が残るまちなみ
（藤川、本宿、伝馬通、東海道二十七曲など）

地場産業と一体となったまちなみ
（八丁みその蔵並、石工団地など）

田園
（市内南部・西部、額田地域など）

市街地内の丘陵地
（分子研の丘周辺、甲山周辺など）

商業施設の集まった中心市街地のまちなみ
（康生周辺、東岡崎周辺など）

公園や道路など整備の整った住宅地のまちなみ
（北斗台、滝団地、さくら台、竜美丘など）

幹線道路沿いに店舗が建ち並ぶまちなみ
（国道248号沿線など） 

■岡崎市の住みよさ（H20） ■市の行政施策に係る「現状の満足度」（H20） 
 （27 項目中不満の高いもの上位 4つ） 

35.5

30.8

29

48.5

49.4

51.2

12.4

14.6

17.3

1.7

2.0

2.1

1.9

0.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20

H18

H14

住みよい まあ住みよい やや住みにくい

住みにくい 無回答

15.3

14.2

15.0

17.5

3.9

5.7

5.2

5.2

0 5 10 15 20 25

商工業の振興

快適移動社会の実現

社会保障の充実

都市魅力の向上

やや不満である 不満である

■市の行政施策に係る「現状の満足度」（H18） 
 （都市基盤整備に係る項目の居住意向別の状況）

1)とても魅力的 2)やや魅力的 3)どちらともいえない 4)あまり魅力的でない 5)魅力的でない 無記入 無効回答 ■行政に求める役割 

●平成 20 年市民意識調査：回答数 2881 

●平成 18 年市民意識調査：回答数 2867 

2.4% 0.1%
13.3%

27.4%

9.2%

22.7%

17.4%

7.5%

1)良くなった

2)少し良くなった

3)変わらない

4)少し悪くなった

5)悪くなった

6)わからない

無記入

無効回答

■岡崎市の景観の変化 

■景観に関する規制（ルール）について 

●平成 20 年景観に関する市民意識調査：回答数 1094 

第 1 位：景観上重要な建造物や樹木
の保全と活用を図る （716 名）

第 2 位：景観づくりの目標や指針を

示す

第 3 位：建築物や看板のルールを定
め、 必

（373名） 

 
要な規制・誘導を行う （524名）

 

（594名）
 
 

第 4 位：景観づくりの模範となるよ
うな公共事業を進める

（
景
観
に
関
す
る
規
制
の
必
要
性
）

（
景
観
に
関
す
る
規
制
の
か
け
方
） 

市の全域は緩やか、
重要地区はきめ細かく 

重要地区のみきめ細かく 


